
婦女救援基金会

少女売春と人身売買の被害者を救うために
1980年代頃の台湾では、伝統的な家族観により、子どもは
親の所有物とされ、経済的な事情で、多くの少女が親に
よって身売りされ、性産業に従事させられました。 1980年
代から1990年代にかけて盛んになったフェミニズム運動は、
女性の身体と性の自己決定権についての思想の影響を受
け、廃娼、反ポルノを主張し、深刻な少女買春問題に目を
向け、少女たちに法的支援とシェルターを積極的に提供す
るなどの救援活動を展開しました。
少女たちの救援活動をより組織的に行うために、1987年に
婦女救援基金会が設立され、青少年を保護し青少年の福
祉を促進する「青少年福祉法」及び児童や青少年が性的に
搾取されることを防止する「児童及び青少年性行為防止条
例」等、児童や青少年を性的搾取や家庭内暴力から保護
するための法律の立法化に尽力しました。最近では、同意
なく投稿、拡散された動画などによるデジタル性暴力被害に
も注目しています。婦女救援基金会は台湾の女性と児童の
権利を守り、性暴力やDVなどに反対する重要な組織である
といえます。
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日本の衆議院議員伊藤秀子は、1992年、
日本の防衛研究所図書館で台湾籍慰安婦
の存在を示す資料を発見しました。婦女救
援基金会は、直ちに慰安婦問題についての
ホットラインを設置、台湾籍の慰安婦の調
査を開始し、59名の慰安婦を探し出しまし
た。さらに婦女救援基金会は、支援と交流
を通じて彼女たちの過去の傷を癒すために
「心理療法ワークショップ」を行いました。ま
た、婦女救援基金会は元慰安婦が日本政
府に賠償を求める訴訟を起こすにあたって
協力、2016年には「阿嬤の家－平和と女性
人権館」を設立し、元慰安婦たちの物語を
記録しています。

台湾籍慰安婦の人権運動の
パイオニア

2.
人身売買は、現在台湾に限らず深刻な人権問題になっています。グローバリゼーションと国家間
の移動の増加に伴い、女性と児童の自由と安全の保障はますます重要になっています。婦女救
援基金会は、女性や児童の身の安全を守ることを目的として救援活動に積極的に取り組み、こ
れまで性産業に従事する台湾人少女たちを救援してきました。現在は、グローバル化により東南
アジア、中国などから台湾に人身売買された少女たちも救援の対象にしています。
1980年代、台湾での女性の人身売買は非常に深刻な状況で、大多数は先住民の少女たちでし
た。先住民たちは経済的に恵まれず、救済のための政策も不十分であったため、その少女たちが
犠牲となりました。そのため婦女救援基金会は早くから先住民の少女たちを救援の対象とし、彼
女たちが自立して社会生活が送れるようにサポートしました。経済の発展に伴い、台湾内での人
身売買の問題はほぼなくなりましたが、代わりに東南アジア諸国や中国の少女たちが台湾の性
産業に売られるという国境を越えた人身売買が問題化しました。婦女救援基金会は国境を越え
た人身売買に終止符を打ち、台湾に売られてきた外国人の少女たちを助けるとともに、警察など
と協力して専門的なアドバイスを提供しています。

国際的問題としての女性の人身売買
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